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こども未来局総務部企画課

子ども・子育て会議計画推進部会資料

子ども・若者や子育てを取り巻く状況

資料２



１ 本市の社会状況
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年齢各歳別転入・転出人口及び転入超過数（市）

資料 令和２年国勢調査

データ更新予定
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将来人口推計（市）

資料 川崎市将来人口推計
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令和12年（2030年）まで人口は増加傾向を示すことが想定されます。年少人口は、令和2年（2020年）に、生産
年齢人口は令和7年（2025年）にピークを迎えることが想定されます。
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人口構成の変化（市）
徐々に年齢区分ごとの人口差が小さくなり、令和27年（2045年）頃には、人口構成が大きく変化していることが
予想されます。
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家庭類型別世帯数の推移

資料 国勢調査

データ更新予定
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近所付き合いの程度（市）

資料 令和２年川崎市子ども・若者調査
0 6歳、小学２年、小学５年、中学２年の子を持つ親（回答者10,520名）
複数回答

59.6%
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10.3%

73.4%
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0.5%
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子どもの保育所や幼稚園、習い事などで

付き合いのある人の家を訪れたり、連絡を取り合ったりした

特に用事がなくても話すことがあった

町内会などの用事があったときに話した

玄関先など、出先で会った時に挨拶をした

その他

まったく付き合っていない

無回答

川崎市子ども・若者調査（令和2年（2020年））によると、この１か月間での近所の人との交流の程度は、「玄関
先など、出先で会った時に挨拶をした」が７３.4%で最も高く、次いで、「子どもの保育所や幼稚園、習い事など
で付き合いのある人の家を訪れたり、連絡を取り合ったりした」が59.6%となっています。
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総世帯数（子どもが１８歳未満）と共働き世帯数の推移と割合（市）

資料 国勢調査

データ更新予定
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年齢階級別就業率（市）

資料 川崎市統計書
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平成29年（2017年）の25歳 59歳の女性就業率は平成19年（2007年）と比較して上昇しており、男性就業率と
の差が少なくなっています。
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労働力人口と労働力率の推移（市）

資料 国勢調査
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大都市の労働力率比較

資料 国勢調査
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育児休業取得率の推移（国）

資料 厚生労働省「雇用均等基本調査」
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女性の育児休業取得率は横ばいとなっていますが、男性の育児休業取得率は上昇傾向にあり、令和2年（2020年）
は12.65%となっています。
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未婚率の推移（市）（男性）

資料 国勢調査
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未婚率の推移（市）（女性）

資料 国勢調査
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平均初婚年齢の推移（国・市）

資料 厚生労働省「人口動態調査」

平均初婚年齢は、平成27年（2015年）頃から横ばいとなっていますが、全国の水準と比較して晩婚化が進行してい
る状態となっています。
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平均出産年齢の推移（国・市）

資料 厚生労働省「人口動態調査」
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平均出産年齢は、平均初婚年齢と同様に平成27年（2015年）頃から横ばいとなっていますが、第一子出産年齢、総
出産平均年齢ともに全国の水準と比較して高い状況にあります。
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出生数と合計特殊出生率の推移（市）

資料 厚生労働省「人口動態調査」、川崎市健康福祉年報

令和元年（2019年）の出生数は、12,971人、合計特殊出生率は、1.31であり、出生数、合計特殊出生率ともに平
成27年（2015年）以降、減少傾向にあります。
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0 14歳までの子どもの推移・推計（市）

資料 川崎市人口推計
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0 14歳までの子どもは令和2年（2020年）にピークを迎え、以降減少傾向となることが予想されています。
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市内における子育て世帯数（市）

資料 こども未来局調べ
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子ども３人以上世帯は、子ども1人世帯、2人世帯と比較して大幅に少ない状況が継続しています。



２ 子ども・若者及び子育て家庭を取り巻く状況
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子どもの貧困率（国）

資料 厚生労働省「国民生活基礎調査」
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平成24年（2012年）時点の我が国の「子どもの貧困率」は16.3%で、約6人に１人の子どもが相対的貧困状態に
あるとされた中で、平成30年（2018年）時点は、13.5％と改善傾向にありますが、依然として約7人に1人の子ど
もが相対的貧困状態にあります。
特に、大人1人で子どもを育てる世帯の相対的貧困率は48.1％と極めて高い状態となっています。
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川崎市のひとり親家庭数（母子世帯数・父子世帯数）（市）

資料 国勢調査

データ更新予定
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児童扶養手当受給状況（市）

資料 こども未来局調べ

令和3年3月末

受給世帯 母子 父子 養育者

5836世帯 5582世帯 225世帯 29世帯

年度別データ追加予定
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ひとり親家庭の所得状況・就労状況（市）

資料 令和元年国民生活基礎調査

データ更新予定

資料 H30ひとり親家庭生活状況アンケート

総所得

児童のいる世帯 745.9万円

母子家庭 306万円

ひとり親世帯の就労率

全体 84%

うち非正規就労 58%
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14歳までの外国人住民数の推移（市）

資料 管区別外国人住民人口
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外国人住民数 14歳までの子どもの数

（人） （人）

（年）

外国人住民数はこの10年で約1.45倍となり、令和３年（2021年）で45,168人となっています。うち、0 14歳ま
での子どもの数は、 10年で約1.6倍となっています。
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身体・知的・精神障害児の推移（市）

資料 健康福祉局調べ
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3,035 

128 921 
3,180 

143 900 
3,335 

157 898 
3,482 

179 920 
3,799 

219 

11,189 
5,486 

8,081 

11,030 5,778 
8,798 

10,848 5,960 
9,268 

10,864 6,345 
9,924 

10,933 6,629 
10,813 

11,084 6,730 
11,730 

24,217 

312 1,413 

24,597 

342 
1,641 

24,992 

359 
1,724 

25,320 

401 
1,818 

25,498 

418 
1,915 

25,575 

448 

2,003 
8,669 

9,619 
9,155 

10,567 
9,499 

11,135 
10,081 

11,899 
10,529 

12,907 

10,977 

13,952 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

身体 知的
H27

（2015）

精神 身体 知的
H28

（2016）

精神 身体 知的
H29

（2017）

精神 身体 知的
H30

（2018）

精神 身体 知的
R1

（2019）

精神 身体 知的
R2

（2020）

精神

18歳未満 18歳以上65歳未満 65歳以上

（人）
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36,300 36,532 36,761 37,084 37,329 37,579

障害児・者数は増加傾向にあり、令和２年（2020年）現在で身体障害児・者数は37,579人、知的障害児・者数は
10,977人、精神障害児・者数は13,952人となっています。
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児童虐待相談・通告件数（国・市）

資料 こども未来局調べ

24 27
33 34 37 41 43 44

56 60
67

74
89

103

123
134

160

194
206

334 380 448 465 564 493
724 751

1047

1320 1237

1576
1792

1920
2134

2368

3063

3368

3733

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

0

50

100

150

200

250

H14
(2002)

H15
(2003)

H16
(2004)

H17
(2005)

H18
(2006)

H19
(2007)

H20
(2008)

H21
(2009)

H22
(2010)

H23
(2011)

H24
(2012)

H25
(2013)

H26
(2014)

H27
(2015)

H28
(2016)

H29
(2017)

H30
(2018)

R1
(2019)

R2
(2020)

全国 川崎市

(件)
(千件)

（年）

児童虐待相談・通告件数は増加傾向にあり、令和2年（2020年）は3,733件となっています。
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児童虐待相談・通告件数の区別内訳

資料 こども未来局調べ
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令和2年（2020年）の児童虐待相談・通告件数の区別内訳は、川崎区が21.2%で最も高く、次いで宮前区が16.9%
となっています。
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児童虐待相談・通告件数の年齢別内訳

資料 こども未来局調べ
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令和2年（2020年）の児童虐待相談・通告件数の年齢別内訳は、0 3歳が33.5%で最も高く、次いで小学生が
28.8%となっています。
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児童虐待相談・通告件数の虐待種別内訳

資料 こども未来局調べ
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令和2年（2020年）の児童虐待相談・通告件数の虐待種別内訳は、心理的が51.8%で最も高く、次いでネグレクト
が28.5%となっています。
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一時保護所における一時保護件数の推移（市）

資料 こども未来局調べ
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一時保護所における一時保護件数は増加傾向にあり、令和2年度（2020年度）は475件となっています。
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一時保護所の１日の平均保護人数（市）

資料 川崎市児童相談所事業概要
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一日の平均保護人数は、年間延べ保護人数を年日数で除したもの。

一時保護所における一日の平均保護人数は増加傾向にあり、令和元年度（2019年度）は62.4件で一時保護所の定員
数を上回っています。
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一時保護所から一時保護解除された児童の行先（市）

資料 こども未来局調べ

一時保護所から一時保護解除された児童の行先は、令和２年（2020年）で「帰宅」が最も多く346件となっていま
す。
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社会的養護を必要とする児童数推移（市）

資料 こども未来局調べ

里親や児童養護施設で生活する児童数は、令和２年度（2020年度）で342人となっています。

351 

392 

338 338 
327 

294 

323 

352 
360 

373 

392 

358 

342 

200

250

300

350

400

450

500

H20
(2008)

H21
(2009)

H22
(2010)

H23
(2011)

H24
(2012)

H25
(2013)

H26
(2014)

H27
(2015)

H28
(2016)

H29
(2017)

H30
(2018)

R1
(2019)

R2
(2020)

(人)

(年度)



34

養育里親家庭で生活する児童等の進路選択

資料 平成31年川崎市の社会的養育に関するアンケート調査
「養育里親」の家庭・児童児童養護施設・児童心理治療施設で生活する児童（高校生等・回答者32名）
複数回答

18%

20%

11%

9%

2%

14%

9%

7%

9%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

進学先や就職先は決まっている

自分がやりたいこと、得意とすること、苦手なことなどを考えた上で

進路の方向性を考えられている

どのような業界や仕事があるのか分からない

関心がある仕事はあるが、自分にできるのか、どうすればなれるのか分か

らない

選択肢が多すぎて、何を選択すればよいのか分からない

やりたいことや、自分ができることについて明確なイメージを持てない

現在生活することに一生懸命で、将来のことは考えられない

その他

無回答

平成31年川崎市の社会的養育に関するアンケート調査によると、進路を選ぶことについてどう感じていますかでは、
「自分がやりたいこと、得意とすること、苦手なことなどを考えた上で進路の方向性を考えられている」が20%で、
次いで「進学先や就職先は決まっている」が18%、「やりたいことや、自分ができることについて明確なイメージを
持てない」が14%となっています。
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DV相談件数（国）

資料 内閣府男女共同参画局（全国２８７か所の配偶者暴力相談支援センター集計）

我が国のDV相談件数は、増加傾向にあり、令和元年（2019年）で119,276件となっています。
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要対協に登録された特定妊婦の数（市）

資料 こども未来局調べ
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要保護児童対策地域協議会に登録された特定妊婦の数は、増加傾向にあり、令和2年（2020年）で161人となって
います。
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いじめの認知件数及び解消率（市）

資料 川崎市市立小・中学校における児童生徒の問題行動等の状況調査

市立小・中学校におけるいじめの認知件数は、令和元年（2019年）に小学校4,027件、中学校700件となっていま
す。小・中学校ともに増加傾向にあり、小学校は中学校と比較し大きく増加しています。

平成28年度以降、「解消」の定義を変更している。
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長期欠席児童生徒数の推移（市）

資料 川崎市市立小・中学校における児童生徒の問題行動等の状況調査
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長期欠席児童生徒数は、令和元年（2019年）に小学校で1,009人、中学校で1,616人となっています。

小学校 中学校

長期欠席＝病欠＋不登校＋その他

不登校出現率＝ 不登校者数÷全児童・生徒数×100
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不良行為少年数の推移と行為別状況（市）

資料 神奈川県警察本部（川崎市統計書）
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不良行為少年として補導した少年は、男性が減少傾向にあり、令和元年（2019年）に男性3,198人、女性1,692人
となっています。行為別状況では、深夜はいかいが最も多く令和元年（2019年） は48.9%を占めています。
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年代別自殺死亡者数（市）

資料 厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」

自殺日・居住地
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自殺死亡者数は、全年齢合計では減少傾向にありますが、20歳未満、20 29歳、30 39歳は横ばいとなっていま
す。
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若年無事業者及び人口に占める割合（国）

資料 労働力調査
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15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 割合

（万人）（％）

（年）

若年無事業者の推移をみると令和２年（2020年）平均で69万人と、前年に比べて13万人の増となりました。

若年無事業者 15歳から34歳の非労働力人口のうち、家事も通学もしていない者
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ひきこもり推計数（国）

資料 平成22年は内閣府「若者の意識に関する調査（ひきこもりに関する実態調査）」、
平成27年は内閣府「若者の生活に関する調査報告書」

データ更新予定

平成22年 平成27年 平成30年 平成22年 平成27年 平成30年

準ひきこもり
ふだんは家にいるが、自分の趣味に関する用事
のときだけ外出する

1.19 1.06 46.0 36.5

ふだんは家にいるが、近所のコンビニなどには出
かける

0.40 0.35 15.3 12.1

自室からは出るが、家からは出ない 0.09 3.5

自室からはほとんど出ない 0.12 4.7

広義のひきこもり 計 1.79 1.57 69.6 54.1

有効回収数に
占める割合（％）

0.16

狭義のひきこもり

全国の推計数
（万人）

5.5
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ひきこもりの状態になった年齢（国）

資料 平成22年は内閣府「若者の意識に関する調査（ひきこもりに関する実態調査）」、
平成27年は内閣府「若者の生活に関する調査報告書」

データ更新予定

8.5 

12.2 

25.4 

30.6 

22.0 

34.7 

16.9 

8.2 

18.6 

4.1 

5.1 

10.2 

3.4 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H22

H27

H30

14歳以下 15歳～19歳 20歳～24歳 25歳～29歳 30歳～34歳 35歳～39歳 無回答



３ 子どもの成長・発達段階ごとの状況
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子育てをする中で、日ごろ感じていること

資料 令和２年川崎市子ども・若者調査
0 6歳の子を持つ親（回答者2,223名）

33.3

29.2

9.1

51.8

50.2

20.6

11.6

15.3

44.4

2.1

4.0

19.8

0.7

0.9

5.5

0.4

0.4

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子どもを育てるのは楽しくて幸せなことだと感じた

子どもと遊ぶのはおもしろいと感じた

子どもが自分の言うことを聞かなくてイライラした

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答

川崎市子ども・若者調査（令和2年（2020年））によると、子どもが自分の言うことを聞かなくてイライラした
は、「ときどき」が44.4%で最も高く、次いで、「たいてい」が20.6%、子どもと遊ぶのはおもしろいと感じた
は、「たいてい」が50.2%で最も高く、次いで、「いつも」が29.2%、子どもを育てるのは楽しくて幸せなことだ
と感じたは、 「たいてい」が51.8%で最も高く、次いで、「いつも」が33.3%となっています。
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就学前子どもの養育状況（市）

資料 こども未来局調べ

15,435 

16,630 

18,074 

19,399 

20,930 

23,033 

25,022 

26,999 
24,033 23,347 23,403 24,148 

22,574 

22,090 21,418 
20,744 

79,000
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80,000

80,500

81,000

81,500

82,000

82,500
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5,000
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15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

平成22 平成23 平成24 平成25 平成26 平成27 平成28 平成29

（人）

認
可
・認
可
外
・幼
稚
園
児
・在
宅
児
童
数

就
学
前
児
童
数

（人）

就学前児童数 認可入所児童数 認可外入所児童数 幼稚園児数 在宅児童数 データ更新予定
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保育所等の利用申請者数・待機児童数等の推移（市）

資料 こども未来局調べ

705 699 
755 

597 

480 465 

583 

713 

1,076 

851 

615 

438 

62 
0 6 0 18 14 12 0 

0
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H14
(2002)

H15
(2003)

H16
(2004)

H17
(2005)

H18
(2006)

H19
(2007)

H20
(2008)

H21
(2009)

H22
(2010)

H23
(2011)

H24
(2012)

H25
(2013)

H26
(2014)

H27
(2015)

H28
(2016)

H29
(2017)

H30
(2018)

R1
(2019)

R2
(2020)

R3
(2021)

入所児童数 利用申請者数 待機児童数

（千人） （人）

（年）

保育所等の利用申請者数は、増加傾向となっています。
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子育て環境の悩み

資料 令和２年川崎市子ども・若者調査
0 6歳の子を持つ親（回答者802名）

38.3%

40.0%

36.7%

36.4%

40.9%

44.4%

10.0%

1.1%

0 10 20 30 40 50

子どもと一緒に遊びに行ける場所が少ないまたは子どもが遊ぶ場所が少ない

子どもが自然体験をできる場が少ない

子どもを同年代の子どもと遊ばせるきっかけがない

子どもを安心して預けられる人や場所が少ない

病気の時など、急を要するときに子どもの面倒をみてくれる人や施設がない

子どもが犯罪に巻き込まれないか不安である

その他

無回答

（%）

川崎市子ども・若者調査（令和2年（2020年））によると、子育て環境の悩みは、「子どもが犯罪に巻き込まれな
いか不安である」が44.4%で最も高く、次いで、「病気の時など、急を要するときに子どもの面倒をみてくれる人
や施設がない」が40.9%となっています。
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子育ての協力者の有無

資料 令和２年川崎市子ども・若者調査
0 6歳の子を持つ親（回答者2,223名）

87.1%

57.7%

17.2%

11.2%

16.3%

6.0%

1.3%

0.1%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

お子さんの親（あなたの配偶者）

お子さんの祖父母

宛名のお子さんの兄弟姉妹

１、２、３以外の親戚

友人・知人（近所の人や職場の人など含む）

いない（配偶者が忙しくて１人で育児をしている場合など含む）

その他

無回答

（%）

川崎市子ども・若者調査（令和2年（2020年））によると、子育てにおいてふだん協力してくれる方はいますかで
は、「お子さんの親（あなたの配偶者）」が87.1%で最も高く、次いで、「お子さんの祖父母」が57.7%となって
います。
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子育ての相談相手の有無

資料 令和２年川崎市子ども・若者調査
0 6歳の子を持つ親（回答者2,223名）

88.0%

66.8%

30.5%

1.1%

3.8%

0.5%

0.6%

4.5%

0.3%

0 20 40 60 80 100

家族・親族

友人・知人（近所の人や職場の人など含む）

相談・支援機関や保育所・幼稚園などの施設の職員

民生委員・児童委員

その他の人

だれに相談したらいいかわからず、相談できる相手がいなかった

仕事などで忙しく、相談したいときに相談できる相手がいなかった

子育てに関することについて、相談することはなかった（必要を感じなかった）

無回答

（%）

川崎市子ども・若者調査（令和2年（2020年））によると、子育てに関する相談をだれに相談しましたかでは、
「家族・親族」が88.0%で最も高く、次いで、「友人・知人（近所の人や職場の人など含む）」が66.8%となって
います。
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授業の理解度、将来展望

資料 令和２年川崎市子ども・若者調査
小学５年生（回答者2,223名）、中学２年生（回答者2,811名）

川崎市子ども・若者調査（令和2年（2020年））によると、親の所得分類とあなたは学校の授業がわからないことが
ありますかとのクロス集計では、分類Ⅲで「教科によってわからないことがある」が分類Ⅰ、分類Ⅱと比較して低く
なっています。

21.1

35.2

35.0

18.1

2.4

6.8

3.6

1.8

0.6

1.1

2.4

0.3

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

全 体

分類Ⅰ

分類Ⅱ

分類Ⅲ

教科によってはわからないことがある わからないことが多い ほとんどわからない

（%）

33.1

49.2

44.5

28.7

5.3

6.3

7.8

4.8

1.6

4.0

2.7

1.0

0 10 20 30 40 50 60 70

全 体

分類Ⅰ

分類Ⅱ

分類Ⅲ

教科によってはわからないことがある わからないことが多い ほとんどわからない

（%）

・小学５年生

・中学２年生

世帯の年間所得合計額（いわゆる可処分所得）について、平成30年度国民生活基礎調査による等価可処分所得の中央値
（254万円）及び貧困線 （127万円）を基準に、貧困線未満の等価可処分所得の世帯を「分類Ⅰ」、貧困線以上等価可処
分所得の中央値未満の世帯を「分類Ⅱ」、中央値以上の等価可処分所得の世帯を「分類Ⅲ」の３つの区分に分類。
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過去のつらかった経験

資料 令和２年川崎市子ども・若者調査
16 30歳の子ども・若者（回答者1,184名）

10.7％

12.5％

3.0％

17.6％

5.8％

2.8％

4.7％

62.0％

0 10 20 30 40 50 60 70

家庭が貧しかった

親又は親戚からの過度な期待（良い成績を取るよう）があった

親又は親戚から虐待をされた

家庭内の仲が悪かったり、親が離婚した

家庭内で孤立していた（コミュニケーションが希薄だった）

親や親戚、きょうだいの世話や介護をしないといけなかった

その他

つらい経験は特にしていない

（%）

17.7％

19.9％

9.3％

2.4％

22.6％

7.3％

3.0％

50.3％

0 10 20 30 40 50 60

成績が悪かった又は授業についていけなかった

クラスになじめなかった

先生との関係が悪かった

体罰やハラスメントがあった

いじめられた

不登校となった

その他

つらい経験は特にしていない

（%）

10.4％

12.8％

3.3％

6.1％

5.7％

71.5％

0 10 20 30 40 50 60 70 80

職場になじめなかった

パワハラやセクハラなどのハラスメントがあっ

た

いじめられた

ストレスで休職をとった

その他

つらい経験は特にしていない又はまだ働いて

ない

（%）

・家族、家庭

・学校 ・職場

川崎市子ども・若者調査（令和2年（2020年））によると、過去又は現在つらい経験をしたことをありますかでは、
家族・家庭、学校、職場いずれもつらい経験は特にしていないが最も多くなっています。
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若者の居場所と生活の充実感（国）

資料 内閣府 令和元年子供・若者の意識に関する調査

85.3%

75.6%

48.1%

53.3%

35.1%

56.6%

5.4%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

自分の部屋

家庭

学校

地域

職場

インターネット空間

どこにも居場所がない

(上記のいずれも居場所になっていない)

（%）

次の場所が、ほっとできる場所、居心地のよい場所等になっている

次の場所に、何でも相談できる人がいる

58.8%

57.7%

18.5%

33.6%

23.7%

21.8%

0 10 20 30 40 50 60 70

家庭

学校

地域

職場

インターネット空間

どこにも居場所がない

(上記のいずれも居場所になっていない)

（%）

次の場所に、困ったときに助けてくれる人がいる

77.4%

65.6%

27.4%

51.6%

23.3%

11.3%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

家庭

学校

地域

職場

インターネット空間

どこにも居場所がない

(上記のいずれも居場所になっていない)

（%）

子供・若者の意識に関する調査（令和元年（2019年））によると、次の場所がほっとできる場所、居心地のよい場所等に
なっているでは、「自分の部屋」が85.3%で最も高く、次の場所に何でも相談できる人がいるでは、「家庭」が58.8%
で最も高く、次の場所に困ったときに助けてくれる人がいるでは、「家庭」が77.4%で最も多くなっています。


